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○ 百貨店・スーパー販売額の対前年同月比は、全店ベースで6ヶ月連続プラス、既存店ベースでは4ヶ 
  月ぶりのプラス。 
 

 A．消費 【小売販売】 （１）百貨店・スーパー販売額の推移  

出典：近畿経済産業局 大型小売店販売状況 

1 

駆け込み需要 

+ 16.1％ 
+ 3.8％ 

百貨店・スーパー販売額 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1.9 ▲ 0.0 0.3 0.4 ▲ 0.6 0.3 ▲ 13.9 7.7 7.1 0.5 2.6 3.1 3.8

奈良県の百貨店・スーパー販売額【全店】 （対前年同月比 ％）

H26年 H27年



2 

駆け込み需要 

+ 13.4％ 

+ 0.6％ 

【既存店】：調査当月及び前年同月とも調査対象である店舗のみの販売額を比較したもの。 
【全 店】：店舗の開･廃業にかかわらず、調査時点における全ての調査対象店舗の販売額を単純に比較したもの。 

百貨店・スーパー販売額 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

▲ 1.1 ▲ 1.4 ▲ 1.4 ▲ 0.2 ▲ 2.0 ▲ 1.0 ▲ 14.7 5.7 3.8 ▲2.3 ▲ 0.5 ▲ 0.1 0.6

H26年 H27年

奈良県の百貨店・スーパー販売額【既存店】 （対前年同月比 ％）



 
○ 新車販売台数の対前年同月比は、平成27年10月に2ヶ月連続でマイナスとなった。 
 

 A．消費 【小売販売】 （２）新車販売台数（軽を含む）の推移 

出典：国土交通省国土政策局 

3 

平成24.9.21    補助金 打切  

平成24.4  補助金  再開 

▲ 2.4％ 

▲4.1％ 

10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

▲ 7.0 ▲ 12.4 ▲ 3.6 ▲ 16.8 ▲ 20.5 ▲ 7.0 ▲ 7.4 ▲ 1.5 0.6 ▲ 6.2 1.2 ▲ 7.4 ▲ 2.4

奈良県の新車販売台数 （対前年同月比 ％）
H26年 H27年



 
○消費者物価指数の対前年同月比は、+ 0.2％となった。 
  

 A．消費 【物価】 消費者物価指数の(CPI)推移  － (生鮮食料品を除く総合）－      

出典：近畿各府県消費者物価指数 

4 

＋3.5％ 

＋0.2％ 

教養娯楽が + 3.4%と増加 
 (テレビ 対前年同月比+ 42.3％) 

被服及び履物が + 4.2%と増加 
 (婦人スーツ  対前年同月比+ 23.8％) 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2.6 2.6 2.4 2.4 2.2 2.2 2.4 0.3 0.2 0.6 0.3 0.3 0.2

奈良市の消費者物価指数 （対前年同月比 ％）

H26年 H27年



 B．生産 【観光】 （1） 観光客数の推移          

※参考 平成２6年１２月までのデータ 

5 

平城遷都1300年祭 

(千人) 
5,684千人 

2,016千人 

観光客数（実数） 

観光客数（対前年同月比） 

出典：奈良県観光客動態調査 



 B．生産 【観光】 （2） 県内延べ宿泊者数の推移 （主要１１ホテル）          
 
○ 主要11ホテル宿泊者数の対前年同月比は、平成26年7月以降14ケ月連続プラスが続いている。 
 

6 

出典：奈良県観光産業課 

宿泊者数（対前年同月比） 
12.3％ 

81,742人 (人) 

(％) 

主要11ホテル宿泊者数（実数） 



 
○ 鉱工業生産指数は、平成27年8月に3ヶ月連続で低下した。 
 

B．生産 【生産】  鉱工業生産指数の推移  （平成２２年 = 100）        

出典：各府県鉱工業生産指数 

7 

リ－マン・ショック 

鉱工業生産指数（H22=100） 

東日本大震災 

103.4 

86.0 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

奈良県 96.4 94.2 94.5 92.8 94.0 100.8 101.4 94.0 91.8 94.5 92.3 90.1 86.0
国 96.7 98.1 98.5 97.9 98.1 102.1 98.9 98.1 99.3 97.2 98.3 97.5 96.3

H27年

奈良県の鉱工業生産指数



 
○ 新設住宅着工戸数は、消費増税後、初めて600戸を超えた。 
  

 C．投資 【民間投資】 （１） 新設住宅着工戸数の推移        8 

出典：国土交通省  住宅着工統計調査 

新設住宅着工戸数（実数） 新設住宅着工戸数（対前年同月比） 

829戸 

622戸 

※ 3ケ月後方移動平均＝足下の基調の変化をつかむため、当月を含む 
                 直近の3ケ月の平均を当月の値とする統計手法 



 
○ 建築着工床面積の対前年比(3ヶ月後方移動平均)は、H27年6月以降マイナスに転じた。 
 

 C．投資 【民間投資】 （２）建築着工床面積の推移 （事業用建築物）        9 

出典：国土交通省  建築着工統計調査 

建築着工床面積（実数） 建築着工床面積（対前年同月比） 

17,161㎡ 

※ 3ケ月後方移動平均＝足下の基調の変化をつかむため、当月を含む 
                 直近の3ケ月の平均を当月の値とする統計手法 



 ※新設住宅着工戸数・建築着工床面積 H26年1月以降の推移        

新設住宅着工戸数（対前年同月比） 建築着工床面積（対前年同月比） 

10 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

▲ 64.4 20.3 ▲ 44.3 104.7 ▲ 36.6 55.7 80.2 ▲ 6.8 ▲ 72.4 25.2 ▲ 23.1 ▲ 32.4 96.1

奈良県の建築着工床面積 （対前年同月比 ％）

H26年 H27年
9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

▲ 22.7 ▲ 35.3 ▲ 27.1 ▲ 22.1 35.7 ▲ 1.5 0.6 ▲ 4.1 ▲ 16.5 ▲ 0.8 5.7 ▲ 8.7 25.9

奈良県の新設住宅着工戸数 （対前年同月比 ％）

H26年 H27年



 
 
○ 公共工事の対前年比(3ヶ月後方移動平均)は、平成27年9月に2ヶ月ぶりにマイナスとなった。 
 

 

 C．投資 【公的投資】  公共工事の推移        11 

出典：西日本建設業保証株式会社 公共工事動向 
    国土交通省 建設工事受注動態統計調査 

公共工事（実数） 公共工事（対前年当月比） 

73.2億円 

※ 3ケ月後方移動平均＝足下の基調の変化をつかむため、当月を含む 
                 直近の3ケ月の平均を当月の値とする統計手法 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

108.3 ▲ 2.3 ▲ 33.7 ▲ 15.0 ▲ 12.3 ▲ 35.4 ▲ 1.9 138.4 ▲ 38.4 23.8 ▲ 2.1 38.7 ▲ 56.8

奈良県の公共工事 （対前年同月比 ％）

H26年 H27年



 D．雇用 【求人】 （１）- 1 有効求人倍率(就業地別)の推移        

○ 有効求人倍率(就業地別)は、1.16と前月より0.01ポイント低下した。  

1.16 

1.24 

12 

出典：厚生労働省 一般職業紹介状況 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

奈良県【就業地別】 1.00 1.00 0.98 0.99 1.03 1.02 1.03 1.06 1.11 1.13 1.14 1.17 1.16
国 1.10 1.10 1.12 1.14 1.14 1.15 1.15 1.17 1.19 1.19 1.21 1.23 1.24

有効求人倍率
H26年 H27年



 D．雇用 【求人】  （１）- 2 有効求人倍率(受理地別)の推移        

 
○ 有効求人倍率(受理地別)は、1.02と前月より0.04ポイント低下した。  

     

1.24 

1.02 

13 

出典：厚生労働省 一般職業紹介状況 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

奈良県【受理地別】 0.89 0.89 0.86 0.86 0.90 0.88 0.90 0.93 0.98 1.02 1.03 1.06 1.02
国 1.10 1.10 1.12 1.14 1.14 1.15 1.15 1.17 1.19 1.19 1.21 1.23 1.24

有効求人倍率
H26年 H27年



 D．雇用 【求人】  （2）- 1 新規求人倍率(就業地別)の推移        
 
 
○ 新規求人倍率(就業地別)は、1.61と前月より0.05ポイント低下した。  
  

     

14 

1.86 

1.61 

出典：厚生労働省 一般職業紹介状況 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

奈良県【就業地別】 1.53 1.55 1.41 1.53 1.64 1.53 1.59 1.70 1.70 1.70 1.69 1.66 1.61
国 1.68 1.69 1.69 1.77 1.77 1.63 1.72 1.77 1.78 1.78 1.83 1.85 1.86

新規求人倍率
H26年 H27年



 D．雇用 【求人】  （2）- 2 新規求人倍率(受理地別)の推移        

○ 新規求人倍率(受理地別)は、1.40と前月より0.08ポイント低下した。  

15 

1.86 

1.40 

出典：厚生労働省 一般職業紹介状況 

9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

奈良県【受理地別】 1.35 1.39 1.18 1.30 1.48 1.34 1.40 1.50 1.51 1.58 1.50 1.48 1.40
国 1.68 1.69 1.69 1.77 1.77 1.63 1.72 1.77 1.78 1.78 1.83 1.85 1.86

新規求人倍率
H26年 H27年



【月ごとの現金給与総額の内訳】 【暦年比較】 

(円) (％) 

(千円) 

3,364 

注） 特別に支払われた給与等＝主に賞与(ボーナス) 

3,148 3,139 3,173 

6  D．雇用 【賃金】 現金給与総額、所定内給与、超過労働給与の推移        

 
○ 現金給与総額は、H27年8月に1人当たり238,659円となった。 
 出典：奈良県・近畿各府県 毎月勤労統計調査 

-20.0

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

H23 H24 H25 H26

現金給与総額等の対前年増減率

現金給与総額 所定内給与 超過労働給与 特別に支払われた給与

238,659円 

16 

【例月比較】 

2,636 2,526 2,528 2,536 

575 
470 469 493 

153 152 142 144 

(％) 



17 ※参考 【近畿各府県、国の状況】 

特別に支払われた給与(賞与等) 
が大きく減少 
 

出典：奈良県・近畿各府県 毎月勤労統計調査 

(％) 

【例月比較】 【暦年比較】 

H23年 H24年 H25年 H26年

奈 良 県 ▲ 0.8 ▲ 4.8 ▲ 0.3 1.1
国 ▲ 0.2 ▲ 0.7 0.0 0.8

現金給与総額 （対前年比 ％）

8月 9月 10月 11月 12月 1月 ２月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

奈 良 県 1.6 1.2 1.6 0.4 ▲ 1.5 ▲ 0.4 2.7 0.5 1.7 6.1 ▲ 6.0 ▲ 1.0 2.6
国 0.6 0.4 ▲ 0.1 ▲ 0.2 0.9 0.6 0.1 0.0 0.7 0.7 ▲ 2.5 0.9 0.4

現金給与総額 （対前年同月比 ％）
H26年 H27年



 
 
 
○ 平成27年10月の倒産件数は8件。 
 
 

   

 E．景気 【倒産】   (１) 企業倒産件数の推移 （負債総額1千万円以上）        18 

出典：東京商工リサーチ 全国企業倒産状況 

倒産件数（奈良県） 

21件 

8件 

倒産件数(近畿) 

倒産件数(国) 

180件 

742件 



（億円） 負債総額(近畿) 

負債総額(国) 

 
○ 平成27年10月の倒産負債総額は2.6億円。  

     

 E．景気 【倒産】  (２)  企業倒産負債総額の推移（負債総額1千万円以上）        

負債総額(奈良県) （億円） 

（億円） 

0

50

100

150

200

H23年 H24年 H25年 H26年

歴年ごとの負債総額

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000

H23年H24年H25年H26年

歴年ごとの負債総額

0
10,000
20,000
30,000
40,000
50,000

H23年H24年H25年H26年

歴年ごとの負債総額
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出典：東京商工リサーチ 全国企業倒産状況 

2.6億円 

201億円 

1,062億円 

 
奈良県林業基金 
民事再生法申請 
負債総額105億円 

 



 
○ 景気動向指数（一致指数）は、平成27年7月に2ヶ月連続低下し127.2となった。 

     

E．景気動向 【景気全般】  景気動向指数の推移 （平成22年 = 100）    20 

出典：奈良県統計課 

143.8 

127.2 

H27年 


